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ユーザー名／

パスワード／

今回の会員限定コンテンツ閲覧のユーザー名とパスワードは

※有効期限：令和４年２月28日
※詳細は当協会ホームページをご覧ください。
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一般社団法人愛知県トラック協会

  　会　長　寺　岡　洋　一

 年 頭 所 感
頌
　

春

　明けましておめでとうございます。

　皆様方には、清々しい新年をお迎えのこととお

慶び申し上げます。また、平素より当協会の運営

に格別のご支援、ご協力を賜り衷心より御礼申し

上げます。

　昨年も新型コロナウイルスが世界中で猛威をふ

るい、経済や人々の生活に大きな影響を与えまし

た。貨物自動車運送事業にとっても、様々な変化

への適応を迫られるなど、厳しい 1年となりまし

た。現在、国内においてはピーク時に比べ感染者

数が減少しておりますが、新たに懸念される変異

株が確認され、その高いとされる感染力から予断

を許さない状況が続いております。

　一方で、燃料価格の高騰により、全日本トラッ

ク協会が昨年 1２月「燃料価格高騰経営危機突破

総決起大会」を開催、当協会の正副会長がこれに

参加いたしました。また、当協会においても、自

由民主党愛知県支部連合会や公明党愛知県本部へ

要望書を提出するなど、燃料高騰に係る取り組み

を行っております。

　このような中、長引くコロナ禍で疲弊しながら

も、エッセンシャルワーカーとしての役割を担っ

たトラック運送事業者の経営基盤を支えるため、

「標準的な運賃の周知・活用」、「働き方改革関連

法と改善基準告示見直しへの対応」等を重点とし

た事業者支援に努めるとともに、トラック輸送の

重要性や必要性を幅広い年代にＰＲし、人材不足

に困窮するトラック運送業界への就職希望者の増

加を目指してまいります。

　更に、依然県下で多発する交通事故を撲滅する

ため、独自の重点目標を定め様々な取り組みを実

施するとともに、関心の高まるＳＤＧｓへの対応

　

事業や、法令遵守の一助となる事業の実施、輸送

の安全確保に係る人材育成のため実践的研修の充

実を図るほか、事業継続計画（ＢＣＰ）に基づく

緊急物資輸送体制の整備に向けた諸対策を推進す

るなど、全会員の理解と協力により取り組んでま

いります。

　今年、協会は3つの大きな事業を予定しています。

　1 つめは、来る２月２３日にバンテリンドーム

ナゴヤで「トラック Ｆｅｓ２０２２」を開催いたし

ます。大勢の来場者に、生活するうえで欠かせな

い「物流」というライフラインを支えるトラック

運送業界をＰＲしてまいります。２つめは、新型

コロナウイルスの感染拡大により昨年開催を見合

わせた「全国トラック運送事業者大会」を、１０月

５日に改めて開催すること。３つめは「愛知県ト

ラック会館」の建て替え。現在のトラック会館

は既に４０余年の経過により老朽化が進んでおり、

また、駐車場の拡張など皆様の利便性を高めるた

め行うものとなります。

　結びに、トラック運送業界への更なるご理解と

ご協力をお願いするとともに、皆様のご多幸とご

健勝を祈念いたしまして新年の挨拶とさせていた

だきます。



　あけましておめでとうございます。

 新たな年が、県民の皆様にとりまして素晴らしい

１年となりますよう、心からお祈り申し上げます。

　昨年は、新型コロナウイルス感染症が、県民の

皆様の生活や経済活動に大きな影響を与える中、

安心な日常生活と活力ある社会経済活動を取り戻

していくため、オール愛知で一丸となって、感染

症の「克服」に向けた取組を進めてまいりました。

　こうした中でも、ジブリパークの整備推進、世

界最高クラスのアリーナとなる愛知県新体育館、

国内最大のスタートアップ支援拠点「STATION Ai」

の整備着手など、感染症克服後を見据え、将来に

わたって、日本の成長をリードし続ける愛知を形

作っていけるよう、愛知を「前進」させた1年と

なりました。

　世界は、グローバル化の進展やそれに伴う感染

症リスクの増大、デジタル技術の急速な発展など

により、加速度的な変化を遂げています。今後も、

愛知が日本の成長エンジンとして、我が国の発展

を力強くリードしていくためには、そうした変化

に的確に対応し、イノベーションを巻き起こして

いかなければなりません。

　今年も、国内外の優れたスタートアップと地域

のモノづくり企業とのオープンイノベーションに

より、イノベーションが次々と創出される、愛知

独自のスタートアップ・エコシステムの形成を促

進するとともに、海外先進地域との連携を深め、

世界に例を見ないグローバルなイノベーション創

出拠点の形成を目指します。

　また、リニア大交流圏を見据えた社会インフラ

整備、農林水産業の振興、教育・人づくり、女性

の活躍、医療・福祉、環境、雇用、多文化共生、

防災・交通安全、東三河地域の振興など、県民の

皆様の生活と社会福祉の向上にもしっかりと取り

組んでまいります。

　今年7月には、3年に一度の国際的な現代アート

の祭典、国際芸術祭「あいち2022」を開催します。

秋にはいよいよ、ジブリパーク全５エリアのうち、

「青春の丘エリア」「ジブリの大倉庫エリア」

「どんどこ森エリア」の３エリアが開業します。

愛知の魅力を高める取組を着実に進め、国内外で

の愛知のプレゼンスをより一層高めてまいります。

　2022年は、1872(明治5)年に現在の愛知県が誕

生してから、150周年にあたる記念すべき年です。

県民の皆様に、郷土への愛着と誇りを改めて持っ

ていただき、そして、将来も愛知県に住み続け、

愛知をより良くしていきたいと思っていただける

よう、今年も全力で取り組んでまいりますので、

一層のご理解とご支援をお願い申し上げます。

　2022年元旦

　

新春を迎えて

　　　　　　　　愛知県知事

　　　　　　　大　村　秀　章



　あけましておめでとうございます。新たな年を

迎え、謹んで年頭のご挨拶を申し上げます。年の

初めを節目として、皆様それぞれが、この一年を

展望し、思いを新たにしておられることと思います。

　一昨年からの新型コロナウイルス感染拡大は、

昨年も年間を通じて交通・観光需要に大きな影響

を与えました。コロナ禍は、これまで多くの方を

効率的に運ぶことが求められてきた運輸業界にと

って、過去に経験のない、構造を問い直す大きな

転換点となりました。足元では感染者数は落ち着

きを見せているものの、交通・観光事業者の業績

は依然として従前の水準に回復しておらず、厳し

い状況にあります。

　利用者、事業者、行政にとってまさに緊急事態

であると捉え、観光と公共交通を確実に復活させ

ていくため、感染状況を常に見極めながら、中部

運輸局として一丸となって気持ちも新たに対応し

ていく決意です。

　観光関連産業については、国内外の観光需要が

大幅に減少し、甚大な影響を受けていることを踏

まえ、引き続き雇用の維持と事業の継続に関する

支援に取り組むとともに、感染拡大防止と経済の

回復の両立の観点から、感染状況等を十分に確認

しつつ、安全・安心の確保を前提とした観光需要

喚起策を段階的に拡大します。

　あわせて、ポストコロナを見据え、地域一体とな

った観光地の再生や観光サービスの高付加価値化等

に向けた戦略的取組を支援し、苦しい状況にある観

光関連事業者の皆様とともに、中部エリアの観光の

本格的な復興の実現に向け準備してまいります。　

　従前から人口減少等により厳しい経営環境に直

面していた公共交通事業者については、コロナ禍

で一年以上にわたって過去に例を見ない規模で輸

送需要が減少し、深刻な危機に瀕しています。地

域の鉄道、バス、タクシー、旅客船等の公共交通

は、日本の経済活動を下支えするエッセンシャル

サービスです。また、貸切バスはとりわけ厳しい

事業環境下にありますが、東京オリンピック・パ

ラリンピックでの関係者輸送や災害時輸送を通じ、

その重要性が再確認されました。

　公共交通を担う事業者に対しては、これまで以

上に強力に支援を行うとともに、今後も十分な感

染症拡大防止対策の下で、安全・安心かつ持続的

な地域公共交通が維持・確保されるよう、中部運

輸局として、利用者・事業者に寄り添いながら取

り組んでまいります。

　また、災害への適切な対応は引き続き重要な課

題です。静岡県熱海市での土砂災害を始めとして、

昨年も全国各地で甚大な被害が生じました。自治

体や交通事業者と連携し、災害が発生した場合の

災害支援物資の輸送、代替交通の確保、観光地の

風評被害対策などに引き続き全力で取り組むとと

もに、平時から危機対応に向けた準備に積極的に

取り組んでまいります。

　今後の需要回復、危機対応を見据えれば、運輸・

観光関係事業における人材確保も改めて取組が不

可欠な課題です。

　中部運輸局では、セミナーの開催や学校訪問な

どの取組を通じ、引き続き事業者の人材確保・育

年 頭 の 辞

　　　　　　　　中部運輸局長

　　　　　　　嘉　村　徹　也



成を積極的に支援していくとともに、ＤＸ、ＭａａＳ

を推進し、行政手続のデジタル化を進め、より魅

力ある運輸・観光業界の構築に向けて取り組んで

まいります。

　２０５０年カーボンニュートラルの実現に向け、

運輸部門の脱炭素化に総力を挙げて取り組んでま

いります。

　また、中部運輸局管内では、大規模プロジェク

トが着々と進行しています。管内各地において、

リニア中央新幹線品川～名古屋間開業に向けた工

事が進められており、ターミナル駅の交通結節機

能の強化など、リニア効果を最大化する取組が求

められています。また、福井県では、北陸新幹線

金沢～敦賀間開業に向けた観光振興のあり方やこ

れを最大限に活かす交通ネットワーク整備が検討

されています。

　以下では、「輸送の安全・安心の確保」、「地域

経済を支える観光の本格的な復興の実現」、「公共

交通の確保・充実による豊かな地域づくりの推進」、

「産業活動に不可欠な物流の効率化・円滑化」及

び「防災・危機管理」の５つを柱として、中部運

輸局の施策の方向性をお示しいたします。

１．輸送の安全・安心の確保

　輸送の安全・安心の確保は、中部運輸局にとっ

て最優先の課題です。

　まず、新型コロナウイルス感染症対策としては、

公共交通の輸送を担う各事業者に、業種ごとの感

染拡大予防ガイドラインに基づき、感染予防に徹

底して取り組んでいただいておりますが、公共交

通を安全・安心にご利用いただくため、この場を

お借りして、利用者の皆様お一人お一人におかれ

ても、マスクの着用、会話を控えめにするなど感

染予防のための取組に引き続きご協力をお願いい

たします。

　運輸事業の安全・安心の確保については、運輸

安全マネジメント評価と監査指導を「車の両輪」

として推進しているところです。

　自動車交通分野においては、民間指定機関であ

る「（一財）中部貸切バス適正化センター」及び

各県の貨物自動車運送適正化事業実施機関と連携

をしながら、効率的な監査・指導を実施し、事業

の安全性を確保してまいります。

　乗合バスについては、昨年３月末までに、中部

運輸局管内全県に設置された合同検討会での検討

を踏まえ、安全性確保が必要なバス停留所リスト

を公表するとともに、該当停留所については定期

的に安全対策の進捗状況を公表しております。引

き続き関係者と協力して、対策が確実に進むよう

調整してまいります。

　貸切バスについては、今後の需要回復に向けて、

「運賃・料金の適正な収受」を呼びかけ、安全・

安心な運行を阻害する行為につきましては厳正に

対応してまいります。また、タクシーについては、

引き続きいわゆる白タク行為の排除に向けた取組

を進めてまいります。

　事業用自動車に係る交通事故総数は全国的に

年々減少していますが、未だに飲酒運転による事

故も発生しており、総合的な取組を進める必要が

あります。昨年３月に策定された「事業用自動車

総合安全プラン２０２５」に基づく取組などを推進

し、一層の事故削減に向けて対応を進めてまいり

ます。

　衝突被害軽減ブレーキ等の高度な電子制御技術

を搭載した先進安全自動車については、近年、普

及が進んでおり、交通事故の防止に大きな効果が

期待されます。高齢運転者による事故を削減する

ため、運転を支援する機能を搭載した「サポカー」

について、普及啓発を行い、搭載率のさらなる向

上に引き続き努めてまいります。

　あわせて、特定整備制度の円滑な普及を図ると

ともに、自動車の検査（車検）において、車載式故

障診断装置を活用した検査（ＯＢＤ検査）の円滑な



導入に向けた準備を進めるなど、安全面でも先進

安全自動車への対応を進めてまいります。

　特に、近年開発が進められている自動運転につ

いては、昨年、残念ながら中部運輸局の管内にお

いて、実験走行中の車両によるインシデントが発

生しました。自動運転の社会実装に向け、今後も

様々な実証実験が予定されておりますが、実証過

程及び実用化段階における完全な安全性を達成す

ることを大前提として、これに向けて支援を続け

てまいります。

　自動車登録分野については、来年１月に自動車

検査証の電子化を可能とし、ＯＳＳ申請を行って

もなお必要であった運輸支局・事務所への来訪を

不要とするなど、利便性の向上に向けて取り組ん

でまいります。

　鉄道分野については、重大事故の防止を図るこ

とはもちろんのこと、運転事故の多くを占める踏

切障害事故及び人身障害事故を防止するため、引

き続き、立体交差化や踏切保安設備の整備等への

支援を推進してまいります。駅の安全性確保につ

いては、ホームドアの設置や内方線付き点状ブロ

ックの整備などのハード対策に加え、障がいのあ

る方への声かけなど、駅係員等への教育の充実と

いったソフト対策を進めてまいります。また、計

画運休実施時や輸送障害発生時における全ての利

用者への適時適切な情報提供が可能となるよう各

事業者の取組を支援してまいります。

　海事分野については、船舶検査及び立入監査の

実施等により、船舶の構造・設備、乗組員の非常

時への訓練状況・感染予防対策及び外国船乗組員

の乗船期間等を確認し、海難事故の防止、自然災

害発生に備えた対策に取り組み、安全運航を確保

してまいります。また、運航中の船舶から得られ

るデータを活用することにより機関の状態を把握し、

故障を未然に防止する技術など、船舶検査へのデ

ジタル技術の導入を促進してまいります。

　小型船舶のライフジャケット着用義務違反に関

し、小型船舶操縦者に違反点数を課す制度が本年

２月１日よりスタートします。小型船舶の海難・

落水事故から命を守るため、引き続き、安全基準

に適合したライフジャケット着用の周知・啓発を

行ってまいります。

　環境分野については、国際的に合意された温室

効果ガス（ＧＨＧ）削減戦略に従い、２０５０年

までにＧＨＧ 排出の半減を実現するべく、必要な

技術開発・実証の推進に取組むとともに、２０２８年

までに ＧＨＧ を排出しない究極のエコシップ

(ゼロエミッション船）の商業運航を実現するため、

環境負荷の低い代替燃料船の導入を支援してまいり

ます。

２．地域経済を支える観光の本格的な復興の実現

　コロナ禍を経て、人々の行動様式・生活様式・

働き方は変化し、観光ニーズも多様化しておりま

す。また、この厳しい状況は期せずして、地域の

魅力を再発見する機会ともなりました。このよう

な流れを強みに変えて、自然、食、歴史・文化等

の中部地域独自の観光資源を活用した稼げる看板

商品の創出や、中長期滞在者やリピーターなどの

新たな市場やニーズの開拓に向けた取組を支援し

てまいります。

　各地域への周遊促進については、引き続き観光

地域づくり法人（ＤＭＯ）が中心となった地域一体

での取組を支援するとともに、ワーケーション等

の｢新たな旅のスタイル｣の普及により、より多く

の旅行機会の創出と旅行需要の平準化を図る取組

も促進してまいります。

　来るべきインバウンドの回復に備えた取組や、

持続的な観光地経営の実現に向けた取組も重要で

す。宿泊事業者が行うサービス提供体制の強化、

交通事業者等が行うキャッシュレス対応、バリアフ

リー化等への支援を通じて、訪日外国人旅行者が快

適に旅行を満喫できる環境を整備するとともに、



中部地域の多様な魅力の発信にも取り組んでまい

ります。また、将来にわたって世界中からの旅行

者を惹きつけ、、地域はもとより日本のレガシー

となる新たなコンテンツの形成に向けた支援を行

うとともに、地域におけるマネジメント体制の構

築等を通じて、オーバーツーリズムやカーボンニ

ュートラルにも対応した持続可能な観光を推進し

てまいります。

　地域振興の観点から、国土交通省では平成３０年

から「地方版図柄入りナンバープレート」の交付

を始めています。中部運輸局管内では、福井、富

士山、豊田、春日井、伊勢志摩、四日市の６地域で

導入されており、ナンバープレートによる「走る

広告塔」としての効果を通じて、地域の魅力が上

がることを期待しています。

　海事観光では安定的に運航できない状況が続い

ていた国内クルーズ船による船旅が感染防止対策

を実施した上で再開しており、今後は外航クルー

ズ船についても、早期に再開され日本各港への寄

港が増加することが望まれます。

　中でも平成２９年度に国際旅客船拠点形成港湾

に指定された清水港では北東アジアクルーズの東

日本における拠点化が進められおり、国際交流・

にぎわいの拠点として益々の発展が期待されてい

ますので、これからも地域の方々の要望をくみ取

りながら支援してまいります。

　中部運輸局では、「海」や「船」がもっと「楽

しく身近な存在」になるよう「Ｃ ｔｏ Ｓｅａ プロ

ジェクト」を推進しています。その取組の一環と

して、誰もが安全かつ気軽にクルージングできる

モデルルートである「マリンチック街道」をより

多くの地域に展開することを目指しており、昨年

度までに「知多」「伊勢湾」「三河湾」「浜名湖」

の４ ルートを整備し、さらに昨年８月、マリンチ

ック街道の新たな拠点として「ぬまづ港 海の駅」

を認定しました。

　

　今後も「マリンチック街道」のＰＲ活動に加え、

新たなルート整備、関係者と連携した施策等を通じ

海事観光の普及、地域振興を推進してまいります。

３．公共交通の確保・充実による豊かな地域づくりの推進

　中部地域の公共交通は、首都圏や京阪神と比べて

従前から自家用車の分担率が高いこともあり、今般

の新型コロナウイルス感染拡大に伴う移動需要の大

幅な減少により一層厳しい影響を受けています。

　高齢者の運転免許の返納が進む一方で、公共交

通事業者等においてコロナ禍を踏まえサービス水

準を見直す動きもあり、地域の実情に応じた持続

可能な輸送手段の確保は喫緊の課題となっています。

　誰もが自ら運転しなくても自由な外出・移動が

可能で、持続可能な社会の実現のためには、地方

公共団体が中心となって、従来型の商業的手法に

加え、公助、共助、自助など、あらゆる手法を合

理的かつ柔軟に組み合わせ、まちづくり政策と連

携しつつ地域モビリティ全体を再構築する交通政

策が不可欠です。

　中部運輸局管内でも、町営バスと競合していた

無償通院バスを、利用者負担のない形で町営バス

に統合した岐阜県白川町・東白川村の取組や、企

業の従業員輸送バスを自家用有償旅客運送の制度

を活用して一般にも利用可能とした静岡県湖西市

の取組など、先進的な事例の展開が見られます。

　中部運輸局として、このような地域の輸送資源

すべてを包括的に捉える取組や、地域公共交通計

画の策定及び計画に基づく事業への支援など、第

２次交通政策基本計画や改正地域公共交通活性化

再生法に基づく取組を進めてまいります。また、

地域の足の確保・維持のため、それぞれの地域に

おいて必要とされている輸送サービスの対象や範

囲等に応じてきめ細やかに対応し、主導的役割を

果たしてまいります。

　また、交通事業者によるウィズ・コロナ時代を

見据えた新しいビジネスモデルの構築に向けた取



組や、自動運転、ＭａａＳなどの新技術等の導入

により地域公共交通の新しい姿を模索する取組に

対しても、積極的に支援してまいります。

　交通系ＩＣ カードやＱＲコードを活用したキャ

ッシュレス決済については、エリア拡大や地方鉄

道やバス事業者を中心とした新規導入に向けた取

組を進めてまいります。昨年３ 月に「Ｓｕｉｃａ・

ＴＯＩＣＡエリア」「ＴＯＩＣＡ・ＩＣＯＣＡエリア」

をまたがる区間のＩＣ定期券が発行され、ＴＯＩＣＡ 

エリアも熱海、国府津、米原の各駅まで拡大され

るなど、今後も更なる利便性の向上が期待されます。

　

　バリアフリーについては、共生社会の実現に向け

たユニバーサルデザインの街づくり及び心のバリア

フリーの取組の更なる推進が求められています。

　中部運輸局管内において、東京オリンピック・

パラリンピックに際して共生社会ホストタウンと

して選定された１１市の取組を引き続き支援する

とともに、旅客施設を含む公共施設等や、その経

路、案内設備等の面的・一体的なバリアフリー化

を一層推進するため、バリアフリーマスタープラ

ンやバリアフリー基本構想の策定を促進してまい

ります。

４．産業活動に不可欠な物流の効率化・円滑化

物流分野を取り巻く環境は、新型コロナウイルス

の流行を背景に大きく変化しており、Ｅコマース

市場の拡大や新しい生活様式に対応した非接触、

非対面物流の変革が進み、また、従前からの労働

力不足もあって、一層のサプライチェーン全体の

最適化、合理化が求められております。

　こうした社会情勢の変化を踏まえ、昨年６月に

閣議決定された総合物流施策大綱で示された、

「物流ＤＸ や物流標準化の推進によるサプライチ

ェーン全体の徹底した最適化」「労働力不足対策

と物流構造改革の推進」「強靱で持続可能な物流

ネットワークの構築」の３つを柱として、各種施

策を推進してまいります。

　

「ものづくり」の一大拠点である中部地域におい

て、国際競争力の維持・強化等のためには物流分

野の活性化が重要であり、鉄道等へのモーダルシ

フトや輸送網の集約・輸配送の共同化など、生産

性向上に向けた取組を今後も推進・支援してまい

ります。

　トラック運送事業においては、「働き方改革関

連法」に基づく年９６０時間を上限とする罰則付き

の時間外労働規制の適用を２年３ヶ月後に控え、

将来にわたり、国民生活や産業活動に必要な物流

を持続的に確保するため、「ホワイト物流」推進

運動や「働きやすい職場認証制度」等の施策によ

り、サプライチェーン関係者の協力によるトラッ

ク輸送の生産性の向上と物流の効率化や、誰でも

働きやすい労働環境の実現、安定的な人材の確保

を目指し取組を進めてまいります。

　令和２年４月に告示されたトラック運転者の労

働条件を改善し、持続的に事業を運営するための

「標準的な運賃」については、引き続き、実勢運

賃に反映されるよう努めてまいります。また、

「荷主と運送事業者の協力による取引環境と長時

間労働の改善に向けたガイドライン」について、

関係機関と連携し、普及促進に努めてまいります。

　我が国の海事産業を構成する海運の担い手であ

る船員については、人員の不足、労働時間の過多、

高齢化等への課題に直面していることから、船員

の働き方改革として、労務管理の適正化及び人材

を持続的に確保できる環境の整備に取り組みます。

　昨年成立した海事産業強化法に基づき、使用者

による船員の労務管理責任者の選任、労務管理責

任者の下での労働時間等の管理等についての指導

を行い、労働環境の改善による若年船員の確保に

寄与してまいります。

５．防災・危機管理

　国土交通省では、令和２年７月に「総力戦で挑

む防災・減災プロジェクト」をとりまとめており、



中部運輸局におきましても、運輸事業者における

風水害、雪害等災害時における輸送の確保、活動

の維持、早期回復のための防災力の向上を目的に

「運輸防災マネジメントセミナー＆運輸防災ワー

クショップ」を開催するなど、引き続きプロジェ

クトの施策について着実に推進してまいります。

　また、中部運輸局管内では南海トラフ巨大地震の

発生が危惧されていることから、災害発生時に迅速

かつ的確に対応できるよう、実践的な防災訓練の実

施により、応急時の体制強化に努めるとともに、発

災時における速やかな職員派遣や情報収集、代替輸

送の確保等を目的として、関係事業者や関係地方公

共団体等との連携を強化していきます。

　さらに、各県と物流事業者との間で締結されて

いる「災害時支援協定」がより実効的なものとな

るよう努めるとともに、物流総合効率化法に基づ

く特定流通業務施設の民間物資拠点リストアップ

の強化、港湾の災害時における機能の早期回復及

び船舶による緊急物資輸送についての関係機関と

連携を進めるなど、災害時の円滑な支援物資輸送

の実現に向けて引き続き取り組んでまいります。

　昨年は走行中の列車内における車内傷害事件な

ど、乗客の安全を脅かす痛ましい事件が相次いで

発生しました。公共交通機関等における防犯対策

についても、事業者に対して万全の対策を措置す

るよう指導するなど、関係機関と連携して取り組

んでまいります。

　以上、中部運輸局が取り組む施策の方向性につ

いてご紹介いたしました。中部地域にとって今年

が飛躍の年となりますよう、また、皆様にとりま

しても、輝かしい良き年となりますよう心から祈

念し、新年の挨拶とさせていただきます。

寅
年



　あけましておめでとうございます。令和４年の

新春を迎え、謹んで年頭のご挨拶を申し上げます。

年の初めを節目として、皆様それぞれが、この一

年の展望と思いを描いておられることと思います。

　さて、申し上げるまでもなく、新型コロナウイ

ルス感染症は未だ収束には至らず、社会経済、生

活様式、働き方などに大きな影響をもたらしてお

ります。

　このような社会状況においても、国民の日常生

活を支えるために感染リスクと隣り合わせの中、

運輸関係事業者の皆様におかれましては、エッセ

ンシャルサービスとして活躍されておりますこと、

心より感謝を申し上げます。

　本年、愛知運輸支局では、新型コロナウイルス

感染症の影響により、厳しい状況にある運輸関係

事業者への支援等による地域活動の維持・活性化

に取り組み、特に、「輸送の安全・安心の確保」、

「地域公共交通の確保・維持」、「運輸・整備事

業における人材確保・育成」、「観光振興の推進」、

「流通事業の健全化の促進」、「自動車の安全性

確保と自動車検査登録手続きの利便性向上」、

「防災・危機管理」について重点的に取り組んで

まいります。

１．輸送の安全・安心の確保

　輸送の安全・安心の確保は国民の最大の関心事

であり、愛知運輸支局においても最重要課題であ

ります。国民生活、経済を支える輸送サービスが、

安全・安心で安定的に確保できるよう、関係機関と

の連携を強化し、積極的に取り組んでまいります。

　新型コロナウイルス感染症対策につきましては、

各業種の「感染拡大予防ガイドライン」に基づく

感染予防の徹底について、関係者とともに引き続

き推進してまいります。

　また、運輸安全マネジメント制度や事業者監査、

日常的な窓口業務等を通じて、事業者の安全意識

や安全確保のための体制確保・向上に向けた支援・

助言・指導を実施するとともに、適正化事業実施

機関等と連携しつつ、輸送の安全・安心の確保に

ついて取り組んでまいります。

　事業用自動車における交通事故総数は、全国的

に年々減少しているものの、未だに飲酒運転によ

る事故も発生しており、総合的な取組を進める必

要があります。昨年３月に策定された「事業用

自動車総合安全プラン２０２５」に基づく取組など

を推進し、関係団体、事業者と連携し、一層の事

故削減に向けた取り組みを進めてまいります。

２．地域公共交通の確保・維持

　愛知県内の公共交通は、従前から自家用車の分

担率が高く、今般の新型コロナウイルス感染症の

影響により、過去に例をみない規模で移動需要が

減少し、深刻な状況に直面していますが、公共交

通は、日常生活に欠かすことのできない重要なイ

ンフラであることから、地域の実情に応じた持続

可能な輸送手段の確保が喫緊の課題となっています。

　愛知運輸支局としましても、地方公共団体が主

宰する協議会等への参画を通じて、ユニバーサ

ルデザインのまちづくりに積極的に関与しつつ、

ＳＤＧｓに貢献し、必要とされる地域の移動ニー

ズにきめ細かく対応できるよう、地域公共交通の

確保・維持に向けて取り組んでまいります。

　とりわけ、交通事業者によるウィズ・コロナ時代

年頭のご挨拶

　　　　　　　　愛知運輸支局長

　　　　　　　小　林　博　之



を見据えた新しいビジネスモデルの構築に向けた

取組や、自動運転、ＭａａＳなどの新技術等の導入

により地域公共交通の新しい姿を検討する取組を

支援するとともに、各業種の「感染拡大予防ガイ

ドライン」に基づく感染予防の徹底など、利用者

が安心して利用できる環境づくりに努めてまいります。

　また、乗合バスの安全性確保が必要なバス停留

所は、「愛知県バス停留所安全性確保合同検討会」

において安全対策の進捗状況を管理・公表すると

ともに、乗合バスの停車に起因する交通事故の可

能性をなくすことに向け、引き続き地域の関係者

と連携しながら確実に取り組んでまいります。

３．運輸・整備事業における人材確保・育成

　改めて申し上げるまでもなく、運輸関係事業は、

日本の経済活動を下支えするエッセンシャルサー

ビスです。ものづくりが盛んな愛知県においては、

他地域と比べて、輸送の安全・安心を確保するた

めの人材確保が難しく、担い手不足が課題となっ

ています。

　愛知運輸支局では、関係機関と連携した「愛知

県運輸・整備関係事業人材確保・育成連絡会」に

より、若者や女性が活躍しやすい環境の整備など、

人材確保・育成に関する対策を検討するとともに、

コロナ禍において新たに発生した人材確保・育成

における課題についても積極的に対応することに

加え、高校訪問などの取組も引き続き進めてまい

ります。

　また、職場環境改善に向けた運輸関係事業者の

取組を「見える化」し、求職者のイメージの刷新

を図るため、いわゆる「働きやすい職場認証制度」

の活用、周知を促進してまいります。

４．観光振興の推進

　新型コロナウイルス感染症の影響により、移動需

要が減少し、観光産業も厳しい状況に立たされてい

ますが、人々の行動や生活様式が変化したことによ

り、昨今の観光ニーズの多様化に加え、旅行の近距

離で、かつ小グループ化の傾向が進んでいます。

　この状況は、期せずして地域の魅力を再発見す

る機会となっていることが窺えることから、逆風

を強みに変えて、自然、食、歴史・文化等の中部

地域独自の観光資源を活用したツアーの造成など、

観光地域づくり法人（ＤＭＯ）が中心となった地

域一体での取組を支援するとともに、ワーケーシ

ョン等の｢新たな旅のスタイル｣の普及により、

より多くの旅行機会の創出と旅行需要の平準化を

図る取組も促進してまいります。

　また、「昇龍道プロジェクト」を通じ地域の魅

力を発信するとともに、来るべきインバウンドの

回復に備えた取組、とりわけ交通機関での多言語

対応などの受入れ環境整備をはじめ、観光二次交

通の充実に向け、交通関係事業者、自治体等との

連携を強化した取組を進めてまいります。

５．流通事業の健全化の促進

　全国有数の「ものづくり」の拠点である愛知県

において、その経済活動を支える物流は重要な役

割を担っています。物流分野を取り巻く環境は、

新型コロナウイルス感染症の流行を背景に大きく

変化しており、ネット通販などのＥコマース事業

の拡大や新しい生活様式に対応した非接触、非対

面物流の変革が進み、また、従前からの労働力不

足もあり、一層のサプライチェーン全体の最適化、

合理化が求められております。さらに、トラック

運送事業においては、令和６年４月に、「働き方

改革関連法」に基づく年９６０時間を上限とする

時間外労働規制が適用されることが予定されてい

ることから、トラック輸送の生産性の向上と物流

の効率化や、誰でも働きやすい労働環境の実現、

安定的な人材の確保を目指した取組が重要となっ

ています。

　これらのことから、将来にわたり国民生活や産

業活動に必要な物流を持続的に確保し、事業の健

全な発達と労働者の労働条件を改善するに向けて

は、「愛知県トラック輸送における取引環境・労

働時間改善地方協議会」における「ホワイト物流」

推進運動の促進などの取り組みを通じて、物流の



重要性について広く啓発するとともに、荷主団体

等に対して「標準的な運賃制度」や「荷主と運送

事業者の協力による取引環境と長時間労働の改善

に向けたガイドライン」について、関係機関と連

携し、普及促進に努めてまいります。

６．自動車の安全性確保と自動車検査登録手続きの利便性向上

　衝突被害軽減ブレーキ等の高度な電子制御技術

を搭載した先進安全自動車については、近年、普

及が進んでおり、交通事故の防止に大きな効果が

期待されます。高齢者による事故を削減するため、

運転を支援する機能を搭載した「サポカー」につい

て、普及啓発を行い、搭載率の更なる向上に努め

てまいります。

　先進安全自動車の普及にあわせ、整備分野にお

ける特定整備制度の円滑な移行を図るとともに、

自動車の検査（車検）において、車載式故障診断

装置を活用した自動車検査（ＯＢＤ検査）の円滑

な導入に向けた準備を進めるなど、安全性の確保

に対する対応を進めてまいります。

　また、自動車の長期使用化が益々進んでおり、

自動車を安全・安心に使用するためには、点検・

整備が確実に実施されることが不可欠です。その

ため、ユーザーの保守管理意識の高揚、点検・整

備の励行を図る「自動車点検整備推進運動」を展

開するなど、引き続き、安全・安心で環境に優し

い「くるま社会」の形成に向け積極的に取り組ん

でまいります。

　自動車保有関係手続きにかかる申請者の負担軽

減、業務の効率化のため、オンラインで一括した申

請手続きを可能とするワンストップサービス（ＯＳＳ)

を更に推進してまいります。とりわけ、来年の１月

には自動車検査証の電子化が予定されており、ＯＳＳ

申請を行ってもなお必要であった運輸支局・事務

所への来訪を不要とするなど、利便性の向上に向

けて取り組んでまいります。そのため、関係者と

の情報共有・情報交換を積極的に行い円滑な導入

に向けた準備を進めてまいります。

７．防災・危機管理

　昨今の地球温暖化などの影響により、集中豪雨

や台風襲来など相次ぐ自然災害によって、多くの

地域で甚大な被害が発生しております。近年激し

さを増す自然災害時における輸送の確保、活動の

維持、早期回復のための防災力の向上を目的とし

た「運輸防災マネジメント」を確実に推進すべく

取組を強化してまいります。

　また、南海トラフ巨大地震の発生が危惧されて

いることから、災害発生時の迅速かつ的確な対応

ができるよう、実践的な防災訓練の実施により、

応急時の体制強化に努めるとともに、発災時にお

ける情報収集、代替輸送の確保等に迅速に対応で

きるよう関係機関とも連携した体制整備の強化に

努めてまいります。

　以上、愛知運輸支局の取組の方向性を申し述べ

ましたが、今後とも皆様方のより一層のご理解・

ご協力をお願い申し上げます。皆様にとりまして

輝かしい良い年となりますことを心より祈念し、

新年のご挨拶とさせていただきます。

　



　新春を迎え、謹んでお慶びを申し上げます。

　令和４年の年頭に当たり、愛知労働局の行政運

営に対する、（一社）愛知県トラック協会ならび

に会員企業の皆様の一層の御理解と御協力を改め

て御礼申し上げますとともに、今年一年の所信の

一端を述べさせていただきます。

　昨年令和３年は、新型コロナウイルス感染症の

感染拡大、これを踏まえた再三の緊急事態宣言の

発令等が、社会経済活動全般、ひいては雇用・労

働環境等に広範な影響をもたらした年でした。

　本県でも、こうした環境下で、有効求人倍率

（季節調整値）は、令和２年12月に0.99倍と１倍

を下回りましたが、その後、基幹産業である自動

車関連産業を中心に幅広い産業において生産活動

の回復の動きが見られ、それに伴い求人は増加、

求職者の動きも落ち着きを取り戻し、令和３年10月

の有効求人倍率は1.22倍となるなど、雇用失業情

勢は緩やかながら改善基調を示しています。

　一方で、コロナ禍の影響をより強く受ける業種・

業態では引き続き厳しい状況が続いており、また、

半導体等の部品供給制約、原材料高騰などが今後

の県内の産業活動に及ぼす影響には不透明な要素

が多く、引き続き注視していく必要があります。

　当局としては、ウイズコロナを見据えた求人確

保を行うとともに、求職者に対する丁寧な職業相

談を行うなど、求人者・求職者双方に寄り添った、

マッチング促進に一層努めてまいります。

　また、人材開発支援対策では、令和３年２月に

策定された「新たな雇用・訓練パッケージ」に基

づき、休業を余儀なくされた方等が、無料の公的

職業訓練を受講しやすくなるよう各種要件緩和を

　

進めるなど、訓練受講者拡充の環境整備に取り組

んでおります。併せて企業に在職する労働者の方

を対象とした生産性向上支援訓練を積極的に展開

するなど、労働力人口への減少に対応する取組み

にも注力します。

　働き方改革の推進については、自動車運転者の

時間外労働上限規制適用猶予措置が再来年３月末

までと迫る中、その取組の重要性が増しておりま

す。皆様方におかれましては、通販需要の高まり

を受けた貨物輸送の量が増加する中、法令遵守と

人材確保に向けて、並々ならぬご努力をいただい

ていますことに感謝申し上げます。愛知労働局と

いたしましても、関係省庁との連携を図りつつ、

生産性を高めつつ労働時間の短縮等に向けた取組

への支援を通じて、適切な労働時間制度、効率的

な運行管理、荷主と一体的となった取り組みなど、

労働時間短縮の機運を高めるべく、行うなど、中

小企業等の皆様に寄り添った対応を進めてまいり

ます。

　また、トラック業界における女性ドライバーの

活躍もこれからますます推進していく必要がある

ことから、令和４年４月から段階的に施行される

改正育児・介護休業法について、企業の皆様への

周知と着実な履行確保を図ることで、「産後パパ

育休」制度の普及と、中小企業での女性活躍推進

の取組みを支援してまいります。

　労働災害防止対策につきましては、第13次労働

災害防止推進計画の目標達成に向け、「危なさと

向きあおう」のキャッチフレーズの下、リスクア

セスメントの推進に取り組むとともに、交通労働

災害、荷役作業における労働災害防止など安全で
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安心して働くことのできる労働環境の実現に向け

各施策を推進してまいります。

　高年齢者雇用対策につきましては、令和３年４

月より高年齢者雇用安定法が改正され、65歳まで

の雇用確保措置の義務化に加え、70歳までの就業

確保措置が努力義務とされました。企業の理解と

取組みが一層進むよう、改正法の周知と事例提供

に努めてまいります。

　これら取組み全体に共通し、愛知の地域特性を

踏まえ、トラック業界の直面する課題に向き合い、

監督署・ハローワークを含め、労働局の有する支

援メニュー等を最大限活用し、総合的、丁寧な行

政運営に努めるとともに、幅広い人材の活躍促進

に結び付けてまいります。

　社会全体としても、各企業等においても、引き

続き「ウイズコロナ」での難しい舵取りが求めら

れることとなりますが、本年が皆様にとってより

良い年になるよう祈念いたしますとともに、今後

とも皆様のご支援とご協力を賜りますようお願い

申し上げ、年頭の御挨拶といたします。



　新年あけましておめでとうございます。

　会員の皆様方には、令和４年の輝かしい新春を

御家族ともども、健やかに迎えられましたことを

心からお慶び申し上げます。

　また、日頃から交通安全活動をはじめ、警察行

政の各般にわたり格別の御理解と御協力を賜り、

厚く御礼申し上げます。

　さて、昨年は「交通死亡事故の抑止～減少傾向

の定着～」を県警察の最重要課題の一つに掲げ、

皆様方のお力添えを賜りながら、様々な対策を展

開してまいりました。

　しかしながら、昨年も交通事故により、多くの

尊い命が失われました。

　県警察といたしましては、昨年の結果を厳粛に

受け止め、本年も引き続き「交通死亡事故の抑止

～減少傾向の定着～」を最重要課題の一つに掲げ

ますとともに、「高齢者」、「歩行者」、「自転

車」及び「交差点」を抑止の柱とした諸対策を総

力を挙げて取り組んでいく所存でございます。

　中でも、交通事故死者の半数以上を占める高齢

者の交通死亡事故の抑止は、今後、より一層高齢

化が進展していくことを踏まえますと、極めて重

要な課題であります。

　高齢者の当事者別事故死者では歩行者が多数を

占めますことから、横断歩行者等妨害等違反に対

する交通指導取締りのほか、高齢者が多く居住す

る地域を中心に加齢に伴う身体機能の変化に対応

した安全行動を促す交通安全教育等、効果的な広

報啓発活動を推進してまいります。                             

　特に、高齢者の交通事故防止対策としまして、

高齢歩行者に対しては道路を横断する際の安全確

認の徹底など、安全行動を促す啓発活動を推進す

るほか、高齢運転者に対してはドライブシミュレ

ータを活用した参加・体験・実践型の交通安全教

室や、体調不良を感じた際の運転の中止を訴えて

まいります。

　また、自転車の交通違反及び交差点関連違反の

指導取締りを強化するとともに、昨年10月、自転

車乗車用ヘルメットの着用努力義務化を内容とす

る愛知県条例が施行されましたことから、乗車用

ヘルメット着用の徹底を図るほか、通学路をはじ

めとした生活道路における歩行者等の安全確保や

歩車分離式信号の整備等による道路交通環境の整

備にも積極的に取り組んでまいります。

　その他にも、夕暮れ時から夜間における交通事

故を防止するため、前照灯の早めの点灯を呼び掛

ける「ライト・オン運動」やハイビームの効果的

な利用を呼び掛ける「ハイビーム活用運動」、明

るい服装の着用と反射材の活用を促進するなどの

広報啓発活動にも積極的に取り組み、県民の皆様

の安全行動の定着を図ってまいります。　

　皆様方におかれましては、本年も県警察、更に

は、行政機関、自治体、関係機関・団体等の行い

ます取組がより効果的なものとなりますよう、御

理解と御協力をお願い申し上げます。

　結びに、本年が皆様方にとりまして幸多い年で

ありますよう祈念申し上げ、新年の御挨拶とさせ

ていただきます。

新年のご挨拶

　　　　　　　　愛知県警察本部長

　　　　　　　国　枝　治　男



　令和４年を迎えるにあたり、謹んで新年のごあ

いさつを申し上げます。

　私たちトラック運送事業者は、国民のくらしや

わが国の産業活動を支えるエッセンシャルな公共

輸送サービスの担い手として、その重要な使命を

果たすべく日夜懸命に努力してきました。一方で、

新型コロナウイルス感染症の感染拡大や燃料価格

高騰に見舞われ、今や多くの事業者が厳しい状況

に直面しております。

　全日本トラック協会としましては、地域経済と

国民のくらしを支えるトラック輸送サービスを何

としても守り抜いていくべく、燃料高騰対策等の

諸課題に総力を挙げて取り組んでまいります。ま

た、ウィズコロナ・アフターコロナへの対応にも

力を注いでまいります。

　一方で、「標準的な運賃」の活用等による適正

な運賃・料金収受をはじめ、「荷主対策の深度化」

や「規制の適正化」など、改正貨物自動車運送事業

法に係る対応も加速していかなければなりません。

　わが国の物流の将来のためには、標準的な運賃

のさらなる浸透に向けて取り組みを加速させると

ともに、各事業者が荷主との交渉を積み重ね、ド

ライバーの労働環境改善の原資となる運賃・料金

を適正に収受していくことなどを通じて、当業界

を取り巻く様々な課題を解消させていかなければ

なりません。また、燃料価格高騰が続く中におい

ては、燃料サーチャージ制度を活用し、燃料価格

高騰分を適正に運賃に反映させていく必要があり

ます。

　全ト協としましては、国土交通省などと連携し

ながら、荷主関係団体・企業などに対して、「標

準的な運賃」、「燃料サーチャージ」等による適

正な運賃・料金の収受に関する理解醸成への取り

組みを加速させていくなど、ドライバーの長時間

労働の是正および取引環境の改善等に向けた適切

な対応を講じてまいります。

　わが国経済の屋台骨であるトラックによる物流

を維持していくためには、優秀な人材を確保し、

労働力不足を解消させていくことが何よりも必要

です。

　全ト協としましては、多様な施策による良質な

ドライバーの確保対策を積極的に推進し、女性、

高齢者および若年層などといった労働力の確保・

育成・定着対策を力強く推し進めてまいります。

　また、新技術を活用した物流ＤＸの推進など、

物流のさらなる効率化に向けて取り組んでいくこ

ととします。

全ト協では、重要物流道路の指定、指定道路への

集中投資をはじめ、暫定２車線区間の４車線化や

ミッシングリンクの解消などといった高速道路ネ

ットワークの整備・充実、高速道路のサービスエ

リア・パーキングエリア、道の駅等の休憩・休息

施設や中継物流拠点の整備・拡充、また大口・多

頻度割引や長距離逓減割引、深夜割引など高速道

路料金の割引の拡充など、トラック運送事業者に

とって使いやすい道路の実現にも引き続き取り組

んでまいります。

　また、「新・環境基本行動計画」に代わる、ト
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ラック運送業界における新たな環境対策の検討を

進めています。地球環境を守り、持続可能なトラ

ック運送業界の実現を図るため、環境・ＳＤＧｓ

対策を推進してまいります。

　飲酒運転が全国的な社会問題としてマスコミで

大々的に取り上げられる一方で、事業用トラック

による飲酒運転事故件数は横ばいで推移しており、

未だ根絶には至っておりません。

　全ト協ではこのような状況に鑑み、昨年９月に

開催した第１１７回交通対策委員会において、業

界全体として飲酒運転根絶意識を共有し、取り組

みを強化することにより、トラック運送業界から

飲酒運転を根絶することを決議しました。

　会員事業者の皆様におかれましては、引き続き、

交通および労災事故の防止対策の推進をお願いい

たします。

　トラック運送業界にとっては、厳しい状況が続

いておりますが、「我々トラック運送業界こそが、

わが国の経済とくらしを力強く支えている」とい

う強い気概をもちながら、業界が一丸となってこ

の難局を切り抜けてまいりたいと考えております。

　会員事業者の皆様方のご理解、ご協力を切にお

願いしながら、新年のごあいさつとさせていただ

きます。

　



第 8回 常任理事会 

第 4回 理 事 会 
 

令和 3年 12月 7日（火）10時 30分から愛知県トラック会館 5階ホールで開催 

 

 

（審 議 事 項） 

 

1. 総務委員会からの答申について 

(1) 近代化基金運営専門委員会からの答申について 

財務室交付金担当兼経理担当 杉本課長より資料（○総審議 1）に基づき説明した。 

1. 第 50回近代化基金の申込について  

11月 ―  1件  46,110千円 ― 

 

2. 第 11回ポスト新長期規制適合車導入に係る近代化基金融資申込について 

11月 ―  2件  45,530千円 ― 

 

議長は議場に諮り原案通り承認された。 

 

(2) 「新愛知県トラック会館建設工事設計・施行監理業務の委託に係る指名型プロポーザ
ル方式入札審査実施要領(案)」について 

財務室交付金担当兼経理担当 杉本課長より資料（○総審議 2）に基づき説明した。 

 

（概 要） 

 新愛知県トラック会館建設工事設計・施行監理業務の委託事業者を選定するにあた

り、その審査を公正かつ適正に行うために必要な事項を定める。 

 

議長は議場に諮り原案通り承認された。 

 

 

 

 

 

 

第４回 理 　 事 　 会

第８回 常 任 理 事 会



 

(3) トラック会館建て替えについて(案) 

財務室長 露木部長より資料（○総審議 3）に基づき説明した。 

 

（概 要） 

  今回環境に配慮した ZEB仕様の建物を整備し省エネによるコスト低減を図るととも 

に、行政からの要請に基づき、緊急時における迅速かつ効率的な役割を担うために今回 

新トラック会館を整備するものである。 

 

議長は議場に諮り原案通り承認された。 

 

(4) 長期改修計画の見直しに向けたトラック輸送サービスセンターの方向性について 

財務室長 露木部長より資料（○総審議 4）に基づき説明した。 

 

（概 要） 

  トラック輸送サービスセンターの方向性について検討し、長期改修計画に明記する。 

 

議長は議場に諮り原案通り承認された。 

 

(5) 各種規程の制定について 

総務部 寄田次長より資料（○総審議 5）に基づき説明した。 

 

（概 要） 

  今後行われる会館建て替えに伴い、事務局移転の際に起きうる文書の散逸や誤った廃 

 棄処分などの未然防止のため、文書の取扱いに係るルールを制定したい。 

 

議長は議場に諮り原案通り承認された。 

 

2. 安城トラックステーションの廃止について 

財務室長 露木部長より資料（審議 2）に基づき説明した。 

 

（概 要） 

  令和 4年 11月 19日に地主に対して、借地用地を返却することとなっているため、全 

ト協において TS廃止の機関決定を行った後、借地用地の返却に係る対応を実施する。 

 

議長は議場に諮り原案通り承認された。 



 

3. 研修センター運営委員会からの答申について 

研修部安全指導課 村上課長より資料（審議 3）に基づき説明した。 

 

（概 要） 

  1.令和 4年度 研修内容（実施回数）について（案） 

  2.令和 4年度 研修受講料について（案） 

  3.令和 4年度 資格認定講座（物流安全管理士・物流大学校）について（案） 

  4.令和 4年度 安全指導業務実施計画について（案） 

 

議長は議場に諮り原案通り承認された。 

 

4. 入退会の承認について 

総務部 寄田次長より資料(審議 4)に基づき説明した。 

 

（概 要） 

入会 7社 / 退会 3社  

令和 3年 12月 7日時点 会員数 2,686社 

 

議長は議場に諮り原案通り承認された。 

 

5. 令和 4年 賀詞交歓会の開催について 

総務部 寄田次長より資料(審議 5)に基づき説明した。 

 

議長は議場に諮り原案通り承認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（報 告 事 項） 

 

1. 定款第 23条に基づく業務報告について 

牟田専務理事より、資料(報告 1)に基づき、報告した。 

 

2. 働きやすい職場認証制度の申請状況について 

企画広報部 長谷川部長より、資料(報告 2)に基づき、報告した。 

 

3. 令和 3年度第 2回 就職面談会について 

企画広報部 長谷川部長より、資料(報告 3)に基づき、報告した。 

 

4. 「標準的な運賃」の届け出状況について 

業務部 成田部長より、資料(報告 4)に基づき、報告した。 

 

県内会員事業者による届出  1,302社 / 2,028社（64.20％）※令和 3年 11月 30日時点 

 

5. 交通事故情勢について 

業務部業務課 鈴木課長より、資料(報告 5)に基づき、報告した。 

【県内事故】(令和 3年 11月) 

集 計 数 月    計 年    計 

種 別 件 数 負傷者数 死 者 数 件 数 負傷者数 死 者 数 

発 生 率 2,259 2,684 19 21,665 25,664 106 

前 年 比 -51 -34 -5 -824 -1,099 -35 

 

【事業用トラック】(令和 3年 11月) 

 件 数 ( 月 ) 死者数(月) 件 数 ( 年 ) 死者数(年) 

事 業 用 4 4 18 18 

会 員  4 4 6 6 

第一原因 0 0 1 1 

 

 

議長は本日の審議・報告事項が終了したことを確認し、閉会を告げた。 

 



新 入 会 員

支部 名　　　　称 所　　在　　地 代 表 者
大　中　小

電　　話

第二

第四

尾西

尾西

西三

東三

東三

服部　義彦

小笠原伸恭

船橋　好己

古屋　真一

杉浦　正晃

四郎丸智哉

平澤　哲哉

6

3

0

0

0

0

3

退 会 会 員

支部 名　　　　称 所　在　地

一宮市

岩倉市

刈谷市

（株）フィニティ

（株）ゲートオンロジスティクス

スリーエスエキスプレス（株）

アサヒロジスティクス（株）

（株）ゴールドワーク

はこび屋本舗（株）

TTC（株）

〒456-0056 名古屋市熱田区三番町4-2
（連）〒490-1447 海部郡飛島村西浜11

〒335-0021 埼玉県戸田市新曽1662

（連）〒454-0964 名古屋市中川区富永3-64-1

〒482-0033 岩倉市神野町又市263番地1号

〒330-0854 埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-10-17 シーノ大宮サウスウィング16階

（連）〒494-0001 一宮市開明愛宕北1-2 興和冷蔵㈱内1F

〒446-0052 安城市福釜町矢場71番地1

〒441-0202 豊川市赤坂町松本237番地

〒441-8041 豊橋市柳生町46-3

(0567) 57-0012
 FAX 57-0024
(052) 301-7955
 FAX 301-7988
(0587) 37-2271
 FAX 37-2272

(0586) 85-7333
 FAX 82-7336

(0566) 77-5229
 FAX 72-0893

(0533) 87-6006
 FAX 87-6009

(0532) 45-5734
 FAX 45-5744

中部物流（株）

（有）エルテックサービス

（有）早田

車両数

 

 

 

 

 

 

 

尾西

尾西

西三

0

2

3

17

7

4

1

0

0

11

0

0

1

1



受 付 変 更 内 容 支 部 新 旧

愛知ミタカ運輸株式会社
永田　浩久 兼松　敏也
セントラル・タンクターミナル株式会社　
名古屋市港区潮見町37-104 名古屋市港区潮見町8-1
455-0028 455-0028
名古屋市港区潮見町37-104 名古屋市港区潮見町8-1
マエノ運輸有限会社
新城市大海字瀬戸貝津32番地2 知多郡武豊町富貴字石田１１－３４
441-1315 470-2531
新城市大海字瀬戸貝津32番地2 知多郡武豊町富貴字石田１１－３４
0536-25-0923 0569-72-1622
0536-25-0923 0569-82-4702
大昭運輸株式会社
佐渡　成之 中田　紀康
トーエイ物流株式会社
小牧市大字上末字㕍戸島1816番5 小牧市川西一丁目５２番地
485-0822 485-0045
小牧市大字上末字㕍戸島1816番5 小牧市川西一丁目５２番地
株式会社アイエンタープライズ
吉田　克也 釜野　久美
西春日井郡豊山町大字青山字金剛98-1 小牧市外堀３－３４
480-0201 485-0039
西春日井郡豊山町大字青山字金剛98-1 小牧市外堀３－３４
0568-48-1005 0568-68-8458
0568-48-1007 0568-68-8459
株式会社パスコ・エクスプレス
澤井　克文 永田　浩久
株式会社ハート・ロジスティクス 名古屋営業所 株式会社ニッシン・ロジスティクス 名古屋営業所
柴田　律真 青葉　健二
有限会社メイコウ
0568-29-9502 052-794-5548
0568-29-9503 052-794-5570
名古屋トネックス株式会社
岩村　和光 杉本　健二
株式会社サンワ
安田　朗子 三溝　寛行
紺野屋運送有限会社
444-0865 444-0865
岡崎市明大寺町字大圦55番地57 岡崎市明大寺町字大圦51-1-201
株式会社伊藤ハウス
伊藤　和年 伊藤　長年

2021/12/1
電話番号

ＦＡＸ番号
尾東

会員事業者名称等変更

2021/11/30 代表者 第二

2021/11/30 連絡先住所 西三

尾東

2021/11/30
事業者名
代表者

尾東

2021/11/30 代表者 西三

事業者住所
連絡先住所
電話番号

ＦＡＸ番号

知多

2021/11/16 代表者 尾東

2021/11/30
事業者住所
連絡先住所

尾東

2021/11/30
事業者住所
連絡先住所

第三

2021/11/16

2021/11/30 代表者 西三

2021/11/30 代表者 尾東

2021/11/30

代表者
事業者住所
連絡先住所
電話番号

ＦＡＸ番号

2021/11/16 代表者 東三





行　　事

支　　部 開催日 場　　　所 内　　　　　容

第 一
第 三
尾 西
西 三

12月 7 日
12月 1 日
12月 2 日
12月 6 日

北警察署
ガーデン埠頭
尾西トラックSC
碧南・高浜市

酒酔いゴーグルと反射材スコープを寄贈し、体験をおこなった。
交通事故抑止トラックパレード／出発式
交通安全トラックリレーパレード
交通安全パレード

第一　北警察署 第三　ガーデン埠頭

尾西　尾西トラックSC 西三　碧南・高浜市

新型コロナウイルスに係る予防・まん延防止の徹底について
　国土交通省及び全ト協より新型コロナウイルスの予防・まん延防止の徹底について
周知依頼がありました。会員の皆様におかれましても下記ＵＲＬに記載の対策に従い、
予防・まん延防止徹底にご協力下さいますようお願い申し上げます。
　また、従業員に新型コロナウイルスの感染が確認された場合は、速やかに各運輸局に
報告いただくようお願い致します。

◆首相官邸ホームページ『新型コロナウイルス感染症に備えて』
https://www.kantei.go.jp/jp/headline/kansensho/coronavirus.html



第一　中区大津橋交差点 第一　mozoワンダーシティー 第一　ヨシヅヤ名西店

第一　北警察署前 第一　イオンタウン千種 第四　中川区高畑交差点

第四　ヤマナカ八田フランテ館 尾東　国道41号「花塚橋北」～「元町3丁目」間 尾西　キリンビール名古屋工場

尾西　尾西トラックSC前

支　　部 開催日 場　　　所 内　　　　　容

第 一

第 四

尾 東

尾 西

12月 2 日
12月 3 日
12月 7 日
12月 9 日
12月10日
12月 1 日
12月 9 日
12月20日
12月 1 日
12月 2 日

中区大津橋交差点
mozoワンダーシティー
ヨシヅヤ名西店
北警察署前
イオンタウン千種
中川区高畑交差点
ヤマナカ八田フランテ館
国道41号「花塚橋北」～「元町3丁目」間
キリンビール名古屋工場
尾西トラックSC前

交通安全啓発活動
交通安全啓発活動
交通安全啓発活動
交通安全啓発活動
交通安全啓発活動
交通安全啓発活動
交通安全啓発活動
交通安全啓発活動
年末の交通安全キャンペーン
交通安全啓発活動

立哨活動02















　令和 3年11月26日（金）、中部トラック総合研修センターにおいて、令和 3年 6月から令和 3年 9

月の期間中に巡回指導を実施した事業者及び過去開催の欠席事業者を対象に改善基準告示研修会を

開催し、26社26名が参加しました。

　第一部は、愛知労働局 労働基準部監督課 労働時間管理適正化指導員 沓澤敏彦 氏を講師に招き、

「トラック運転者の労働時間等の改善基準の留意点について」改善基準告示や、過重労働対策、健康

診断の事後措置等、トラック運転者の労務管理を行う上での留意事項について講説がありました。

　第二部は適正化事業実施機関指導員より「最近の法令改正について」解説しました。

　また、オンライン配信を計画しておりましたが、当日のネットワーク環境の不具合が原因で、ラ

イブ配信を中止する事態となってしまいました。

　お申し込み頂いた皆様には大変ご迷惑をお掛け致しましたことをお詫び申し上げます。

　次回開催する際には今回のような不具合が発生しないよう、万全の準備を心掛けてまいりますの

で、何卒ご理解くださいますようお願い申し上げます。

研修会の様子

＊改善告示研修会とは…

「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準（改善基準告示）」について、巡回指導に

おいて指導事項があった事業者を対象とし、愛知労働局の協力のもと、拘束時間及び休息

時間など法令遵守の更なる徹底を図るために、労務管理並びに関係法令の詳細な解説・ア

ドバイス等を行う研修会です。

「令和3年度 第2回 改善基準告示研修会」を開催
愛知県貨物自動車運送適正化事業実施機関



研修会の様子及び内容

（輸送・監査担当）（輸送・監査担当）

　令和 3年12月 8 日（水）、中部トラック総合研修センターにおいて、適正化事業フォローアップ研
修会並びに新規許可事業者研修会を開催し、20社20名（適正化事業フォローアップ研修会対象：20
社／新規許可事業者対象： 0社）が参加しました。
また、「適正化事業フォローアップ研修会及び新規許可研修会」の様子をオンラインによるライブ配
信する事で、共に学んでいただく機会として会員限定にてライブ配信を行い多くの方にご視聴頂き
ました。
　当日は、コロナウイルス感染症対策として換気、消毒、マスクの徹底、十分な間隔を確保し開催
しました。
　第 1 部は、適正化事業実施機関より約 1 時間30分にわたり点呼記録簿をはじめとする各種帳票類
の作成・管理方法について、根拠法令の解説を交えて説明をしたほか、改善基準告示の内容におけ
る拘束時間と休息時間の適切な管理方法について解説しました。
　第 2 部は、中部運輸局愛知運輸支局の担当官 2 名を講師にお招きし、輸送の安全確保について講
説をいただきました。

「令和３年度 第3回 適正化事業フォローアップ研修会」並びに
「令和３年度 第3回 新規許可事業者研修会」を開催

「令和３年度 第3回 適正化事業フォローアップ研修会」並びに
「令和３年度 第3回 新規許可事業者研修会」を開催

愛知県貨物自動車運送適正化事業実施機関

＊適正化事業フォローアップ研修会とは…
　令和３年7月から令和３年9月の巡回指導において指摘事項があった事業者を対象とし、コンプライアン
スの更なる徹底を図るため、帳票類の管理方法並びに関係法令の詳細な解説・アドバイス等を行う研修
会です。
＊新規許可事業者研修会とは…
　令和３年7月から令和３年9月に運輸開始した新規許可事業者を対象とし、コンプライアンスの更なる徹
底を図るため、帳票類の管理方法並びに関係法令の詳細な解説・アドバイス等を行う研修会です。













 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（公社）全日本トラック協会は、12 月 17 日、トラック運送事業者の交通安全対策等について、事業所単位

における取り組みを評価し、一定の基準をクリアした事業所を『安全性優良事業所』として認定する「2021 年

度貨物自動車運送事業安全性評価事業」（Ｇマーク制度）の評価を決定し、愛知県では新規・更新を合わせて

462事業所が認定されました。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新 規 申 請 

Ｇマーク認定後の大切なお知らせ 

初 回 更 新 

2021 年度 Ｇマーク 

462事業所 
が認定 

 会社名、営業所の名称や住所を変更した場合は、（公社）全日本トラック協会に対し、届出が必要とな

ります。なお、届出がなされていない場合、次回のＧマーク更新ができない場合がありますので、ご注意

ください。 

愛知で 

● 提出書類 
① 登録事項変更届出書（全日本トラック協会のＨＰよりダウンロード） 
② 愛知運輸支局に提出した届出書類の写し 
③ Ｇマーク認定継続に係る自認書（譲渡譲受、統合、分割等があった場合のみ） 

  提出書類につきましては、下記、宛先までご郵送ください。 
※ 愛知県以外の営業所については、当該営業所が所在する都道府県のトラック協会への提出となります。 

〒470-0207 みよし市福谷町西ノ洞 21-127 
（一社）愛知県トラック協会 適正化事業部 適正化事業課 TEL：0561-76-2242 

2回目更新 

3回目更新 

4回目更新 

93 件 

77 件 

109 件 

105 件 

78 件 

愛知県内でＧマークの認定を受けて

いるのは、1,862 事業所となり、愛知県

内の全事業所数の 38.1％になります。

（2021年 12月 17日時点） 

まだ、Ｇマークの認定を受けていない

事業者（事業所）の方は、交通安全対策

等、一定の基準を満たしている証とし

て、2022 年度の申請取得を検討してみ

てはいかがでしょうか。 合計  462 件 

お問い合わせ 



07　分散引越 1P/2P
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【業務課からのお知らせ】

】計年【】　【12月

支部地域別死者数
【12月】

第一 第二 第三 第四 尾東 尾西 知多 西三 東三 高速
  5　　   4　 　　2　　　 6       6      26      16      27     17       6

 -8       -2      -6        0       -7         0       -6     -13        1         3
1 0 0 0 0 2 1 2 1 2

【12月】 【年計】

会員※

第一原因※

※事業用の内数。第一原因数は事故調査の進捗により、変更になる場合があります。

・愛知県内事故状況（2021年12月27日現在）

件数 死者数 負傷者数 件数 死者数 負傷者数

前年比

発生数

支部月計

）％（率減増

年計
前年比

事業用
件数 死者数 件数 死者数

1                 1                 7                 7
1                 1                 2                 2

・2021年愛知県内交通事故死者数（昨年対比）

2,208 9 2,578 23,872 115 28,244
78  -3 98 -747 -999
3.7 -25.0 4.0 -3.0 -3.4

2 2  20  20

愛知県内事業用貨物自動車死亡事故発生数
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大型車の冬用タイヤ交換作業後の増し締めの徹底について

トラックにおける新型コロナウィルス感染症予防対策ガイドラインの策定について

〜助成金を申請する際の注意点〜

・利用する助成事業の要綱や条件等を愛ト協HPの助成事業専用サイトで良く

   確認して下さい。

・昨年度の申請書類は使用できません。助成事業専用サイトで本年度の申請書

   類一式をダウンロードし作成して下さい。

・用紙はＡ４サイズに統一して下さい。

・申請書表紙に代表者印を２カ所（右上の代表者名と捨て印）押印して下さい。

大型車の冬用タイヤ交換作業を実施した際には、５０～１００km走行後の増

し締めを必ず実施するようにお願い致します。

ご参考までに当該事故を記録したと考えられるドライブレコーダー映像の動画

URL（YouTube）を添付いたします。

【映像名：国道 2号線八本松トンネル内トラックのタイヤが飛んできた事故】

https://youtu.be/NpggcnZDa4c 

　今般全日本トラック協会は、国からの要請により新型コロナウイルス感染予

防対策を効果的に推進するための内容を追加等し、感染症予防対策ガイドライ

ンの第３版を策定いたしました。

　会員様におかれましては、是非ご活用頂きますようご案内致します。

全日本トラック協会 専用サイト

https://jta.or.jp/member/anzen/coronavirus_top/coronavirus_guideline.html

【ご注意】一部助成事業は受付期間が終了しております。
　　　　  愛ト協 HPで最新の進捗状況をご確認下さい。

プロは  みな  誇りと
　　　自覚と模範運転
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87.10

91.00

101.10

98.80
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103.90
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106.00
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令和２年　12月

令和３年　 1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

133.00114.80103.30

125.00110.20100.50 

116.60107.00102.00－ 　 － 　 －

※こちらの情報はあくまで暫定値のため、正確な情報はWEBにてご確認ください。

－ 　 － 　 －
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委　員　会

部　　会 　 月中の活動状況

　

海上コンテナ部会（山本部会長）

○実務委員三役、ＮＵＴＳ委員会との打合せ

　　　　　　　　　　　　　　（服部実務委員長）

　　月　日：令和３年１２月７日（火）

　　場　所：ＮＵＣＴ　会議室

　　内　容：パッシブタグの進捗について

　　　　　　　　　　　　

○全日本トラック協会海上コンテナ部会正副部会長会議

　及び各トラック協会海上コンテナ部会長合同会議

　　　　　　　　　　　　　　　　（山本部会長）

　　月　日：令和３年１２月１０日（金）

　　場　所：ザ・プリンスさくらタワー東京

　　内　容：１）国際海上コンテナ輸送に関わる

　　　　　　　　課題について

　　　　　　２）「標準的な運賃」の割増率設定

　　　　　　　　に向けた調査について

　　　　　　３）その他

○実務委員会（服部実務委員長）

　　月　日：令和３年１２月１５日（水）

　　場　所：木材会館

　　内　容：１）ターミナルコンテナ取扱量の推移

　　　　　　２）ターミナル部会　

　　　　　　　　違反パトロール調査 (１１月分）

　　　　　　３）ＲＦＩＤタグの進捗状況について

　　　　　　４）情報連絡網の精査について

　　　　　　５）来年度 新規入会について

　　　　　　６）今後の日程

○西部臨海工業地帯安全輸送協議会

                            （服部実務委員長）

　　月　日：令和３年１２月１６日（木）

　　場　所：西部臨海地区内・木材会館

　　内　容：１）蟹江警察署からの報告

　　　　　　２）愛知運輸支局からの報告

　　　　　　３）名古屋国道事務所からの報告

　　　　　　４）名古屋港管理組合からの報告

　　　　　　５）愛知県トラック協会からの報告

○名古屋港カーボンニュートラルポート検討会

  （港湾物流の脱炭素化ＷＧ）     （山本部会長）

　　月　日：令和３年１２月１７日（金）

　　場　所：愛知県トラック会館（Ｗｅｂ会議にて参加）

　　内　容：１）中部地方整備局からの報告

　　　　　　２）中部地方整備局からの説明　　

　　　    　３）意見交換

１２



名古屋第一支部   

（18 日） 支部役員会   

（21 日） 支部セミナー   

（24 日） 西区自転車の日交通安全啓発キャンペーン 

   

名古屋第二支部    

（20 日） 新年賀詞交歓会   

  

名古屋第三支部    

（14 日） 成田講五社巡り   

（20 日） ゼロの日街頭活動   

（21 日） 港警察署　感謝状贈呈式   

 西４区パトロール   

（25 日） 青年部会　全体会議    

  

名古屋第四支部    

（13 日） 中川警察署　感謝状贈呈式   

（20 日） 支部役員と青年部会との懇談会   

  

尾東支部    

（28 日） 支部新春セミナー・賀詞交歓会   

 

月支 部 行 事支 部 行 事
１

尾西支部    

（ 6 日） 稲沢警察署 感謝状贈呈式   

（ 8 日） 青年部会 定例会   

（14 日） 一宮警察署 感謝状贈呈式   

 第二班 交通安全･労働安全講習会／新年懇親会 

　　　　特別積合せ部会一宮ブロック 

　　　　定例会／新年懇親会   

（21 日） 第一班 役員会／定例会／新年懇親会  

  

知多支部    

（14 日） 東海警察署　感謝状贈呈式   

（22 日） 緑協力会　交通安全講習会   

  

西三支部    

（14 日） 岡崎部会　新年会   

（19 日） 豊田部会　役員会・定例会・新年懇親会  

（21 日） 西尾部会　役員会   

（22 日） 安城部会　健康診断   

（23 日） 碧南部会　安全祈願バスツアー   

（24 日） 安城部会　役員会   

（28 日） 刈谷部会　賀詞交歓会   

    

東三支部    

（15 日） 新城南北設楽陸運協会　定例会   

（22 日） 田原陸運協会　定例会   
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主な項目 見直しのポイント

照度
【事務所のみ】
（R4.12.1施行）

・事務作業における作業面の照度の作業区分を２区分とし、基準
を引き上げた。
一般的な事務作業（300ルクス以上）
付随的な事務作業（150ルクス以上）
・個々の事務作業に応じた適切な照度については、作業ごとにJIS
Z 9110などの基準を参照する。

便所

便所を男性用
と女性用に区別
して設置する原
則は維持。

・男性用と女性用の便所を設けた上で、独立個室型の便所注）を
設けたときは、男性用及び女性用の便所の設置基準に一定数反
映させる。
・少人数（同時に就業する労働者が常時10人以内）の作業場にお
いて、建物の構造の理由からやむを得ない場合などについては
独立個室型の便所で足りるものとした。既存の男女別便所の廃
止などは不可。
・従来の基準を満たす便所を設けている場合は変更は不要。

注）独立個室型の便所：男性用と女性用を区別しない四方を壁等で囲まれた
一個の便房により構成される便所。

シャワー設備等 設ける場合は誰もが安全に利用できるようにプライバシーにも配
慮する。

休憩の設備 事業場の実情に応じ、広さや設備などを検討することが望ましい。

休養室・休養所 ・随時利用が可能となるよう機能を確保する。

・入口・通路からの目隠し、出入り制限等、設置場所等に応じ、プ
ライバシーと安全性の両者に配慮する。

作業環境測定
【事務所のみ】

一酸化炭素、二酸化炭素濃度の測定機器は、検知管に限らず同
等以上の性能を有する電子機器等も可である旨を明示した。

救急用具の内容 作業場に備えるべき救急用具・材料について、一律に備えなけれ
ばならない具体的な品目についての規定を削除した。

職場で発生することが想定される労働災害等に応じ、応急手当に
必要なものを産業医等の意見、衛生委員会等での調査審議、検
討等の結果等を踏まえ、備え付けることとした。
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お問い合わせ・お申し込みは、下記までお気軽にお電話ください。

豊 橋 事 務 所

〒460-0026　名古屋市中区伊勢山二丁目5番21号

TEL（052）715-5101
TEL（052）715-5103

　名古屋第一事務所
　名古屋第三事務所

TEL（052）715-5102
TEL（052）715-5104

TEL（0532）57-5188　名古屋第二事務所
　名古屋第四事務所 〒440-0886　豊橋市東小田原町48番

　　　　セントラルレジデンス　202号

　　　　

　　　　　

www.chukokyo.jp

詳細は、
ホームページへ

スマホにも
対応しています！

トラックあいち　第 550 号　編集発行人／寺岡　洋一
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